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教官・学生の皆さん29名が見学されました。 
 
 



 
 

スギ２歳魚（左）とスギ０歳魚(右）を見て、成長の早さに驚き。 
 
 



 
ヒメジャコの稚貝に見入る学生さん達。 

美しい外套膜の色に感激している方もいました。 
 

ヒメジャコ稚貝１個に600円の値段を付けてくれた学生さんも。 
でも、1mm、0.7円で、10mmなら7円と言うと、「安い！！」の声。 

 
 

 
 

人工基質に埋め込まれたヒメジャコを熱心に観察。 
 
 

 
 

マダイの親魚水槽で。 
近大と言えば、マダイを始め、クロマグロなどの種苗生産で有名ですね。 

 
 



 
 

ヤイトハタの親魚水槽で。 
「ホルモン処理せずに、自然採卵している。」という話に感心された教官もおられました。 

 
 

 
 



シラヒゲウニの稚ウニを見て、「かわいい」という女子学生も。 
普段、あまり、無脊椎動物とのお付き合いはないとのことでした。 

 
 

 
 

ウニの餌にする海藻（アオサ＆オゴノリ）の水槽で。 
オゴノリはいけるが、アオサはあまり美味しくないとの感想でした。 

どう、ウニの気持ちになれた？？ 
 
 



 
 

シラヒゲウニ（左）とチョウセンサザエ（右）の中間育成水槽で。 
やや、疲れ気味か？？ 

 
 

1時間半にわたる見学、お疲れ様でした。 
 

勉強になったでしょうか？ 
 

卒業後は、日本の水産業の担い手となって、 
一次産業の活性化と食の生産に貢献して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 


